
「すごいぞ、畳！」企画 
“畳”職人にインタビュー・記事広告で魅力を発信 
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本件のお問い合わせは、中日新聞広告局 営業推進部 電話052-221-0692  （2017/05/17) 

 「“凛とした”空間を創り出すには畳の部屋なしにはあり得ない」 

 「同じ１畳でも部屋の経年変化や“癖”に合わせて採寸するため、全て違う畳、本物の技術を世間に発信したい。」 

 そんな技能士の方の本物志向の“こだわり”に触れ、その思いを発信すべく紙面企画化しました。 

地域に根付く職人や商店の情報を地方版で紹介 

2017年4月22日付 中日新聞市民版 

昨今、住宅の洋風化、
ライフスタイルの変化に
伴い減りつつある畳の
部屋。日本の気候風土
にあった住宅材としての
畳の特性などを技能士
の方々からお話を伺い
インタビュー形式で掲載
致しました。 
 
 併せて業界では珍し
い女性の職人さんにも
登場してもらい、繊細な
仕事ぶりを紹介。さらに、
最近子育て世代からの
需要があるという洋室用
畳の紹介も盛り込み、暮
らしを豊かにする畳の
魅力を発信しました。 
 
 地域に根付く職人や
商店にフォーカスできる
のも、地方版ならでは。
今後も、さまざまな視点
で紙面づくりを行ってい
きたいと思います。 
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“畳”職人への 
インタビューで 
伝統の技と 
魅力を発信 


